
















は 9 篇もあり、全作品数の 3 分の 1 強を占めている。そして、生前それぞれ『光











































伝説』（大和書店、1942 年 11 月）、サタワル島の生活の有様を日記風に綴った
『流木』（小山書店、1943 年 3 月）、日記の断片を収録した『文化の果てに』（龍
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星閣、1953 年 9 月）、南洋島での浪漫的な心の遍歴の表わしとしての散文詩を












































カ夫人と 2 人の遺児との交際を絶やさず、筑摩書房（1948 ～ 49 年）と文治堂










1942 年 11 月）に収められている。その中の「幸福」については拙著で論じて
いる（11）が、ほかに土方と関連の深い「マリヤン」や「ナポレオン」に関して

















































































































































































































下の珍味は、海亀の脂に極まる由」（1941 年 12 月 22 日）や、「蛸とりの話頗



















と一緒に 1942 年 1 月 17 日から 31 日までパラオ本島を一周する旅をした。土
方の中島との旅を記録する日記は「トンちゃんとの旅」と題をつけて『土方









「タコの木」（「蛸樹」）という表現は、13 首のうち、11 首に現れ、合計 14 箇所
もある。土方は「タコの木」に注目していたようである。
　中島も同じく「たこの木」を好んで描いていた。彼は南洋庁に滞在してい
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1977 年 8 月）で、「島を統治する日本のやり方がひどいと、たいへん憤慨して
いました」と、土方についての回想を書き残している。中島も日本の南洋植
民地政策に対して大いに不満を抱えていた。これは彼の家族宛の書簡や手帳




































いう句から、1942 年 3 月 4 日に、太平洋戦争が開戦して 3 ヶ月目に南洋から
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<ABSTRACT>
The influence from Hijikata Hisakatsu 
in the South sea’s works of Nakajima Atsushi
YAN Yu
Nakajima Atsushi went to the South Pacific Mandate from June,1941 
to March,1942, and made friends with Hijikata Hisakatsu ( 土方久功 1900 ～
1977) who is both a specialist in South sea and a engraver. Nakajima got a lot 
of materials from Hijikata’s records about South sea. For example, Nakajima’s 
“Chicken” is based on Hijikata’s “Chicken” in his diary.
The main purpose of this paper is to investigate the influence of Hijikata 
in the Nakajima’s works about South sea. We compare Nakajima’ “Chicken” 
and Hijikata’s “Chicken”, then we analyse the modifications of Nakajima’s 
“Chicken”. As a result we clarify that Hijikata’s records are the source of 
Nakajima’s works about South sea. On the other hand, Nakajima, who is well-
grounded in classical Chinese book, used some contents in Chinese book 
consciously or unconsciously in his creations.
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